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DO WHAT YOU LOVE, AND DO IT OFTEN. 

 

 

 

 

 

 
【鳴高トピックス】 ※詳しくはＨＰで♪  

back number 
☑ ビブリオバトル大会 

(R6.9.12 木～13 金)  
34 名がエントリーし、放課後、2 日間に渡
って熱戦が繰り広げられました。優勝者は
11/24 の県大会に推薦されます。 

☑ 鳴高音楽祭 
（R6.9.14 土） 
音楽系文化部（筝曲部、ｽﾄﾘﾝｸﾞ・ｵｰｹｽﾄﾗ
部、吹奏楽部、軽音楽部）、放送部、総合
人間類型有志生徒による「手話パフォー
マンス」と生徒主体で企画・運営し、多くの
ご来場の皆さまとともに大盛況でした。 

☑ “やっちゃえ”高校生ビジプラ甲子園  
 （R6.9.22 日） 

２年生普通科・総合的な探究の時間で「地
域社会」をテーマに探究活動をしている５
名がなるお文化ホールで鳴高生を代表し
て堂々とその成果を発表しました。受賞に
は至らずとも大きな学びがありました。 

future 
☑ 体育大会／予備日 
 （R6.10.2 水／10.3 木） 
☑ その他、国際文化情報学科では

English Hour ／ 学 科 1 ～ 3 年
（R6.10.11 金）、総合人間類型で
はあしなが学生募金講演／類型 1・
2 年（R6.10.８火）はじめ様々な特
色あるプログラムが実施されます。 
実施の詳細はＨＰを随時 check ください♪ 

これは、２学期始業式に校長が英部全文を暗唱して披

露した「THIS IS YOUR LIFE.」の一文です。公式日本

語訳では、「自分の好きなことをやりなさい。そして、ど

んどんやりなさい。」とあります。お子様の中には、左の

【鳴高トピックス】で紹介したそれぞれの取組みに参加

して、自分の好きなことをどんどんやっていく中で、「鳴

尾力」（しっかりとした「根っこ」と太くたくましい「幹」

／5 月号参照）が間違いなく育てている鳴高生もいます。 

また、『鳴高やります！プロジェクト』では、夏休みに

９名が参加し、地域の皆さまから感謝の声がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、「お子様は、好きなことを見つけて、目を輝かせ

てどんどん取り組まれていますか？？」 日々の授業、

様々な行事、部活動はもちろん、それ以外でも、お子様の

「好き！」にハマる挑戦を、鳴高では進めていきます！ 

  瓦木っ子わくわく days 2 日目 8/28（水） 

カラカラ夏祭り 7/20（土） 

二見水かけ祭り  

8/17（土） 

 

＜質問コーナー＞ 

【Ｑ１】鳴高として“やっちゃえ”高校生ビジプラ
甲子園に挑戦して、どんな成果がありましたか？ 

【Ａ１】「“やっちゃえ”高校生ビジプラ甲子園」に
ついての説明はＨＰの校長ブログ「ナル♪校長
㉒」にて紹介していますので、ご覧ください。 

 9/22（日）なるお文化ホールプレゼン大会では、
鳴高を代表して出場したチーム「なぜか半分しま
しま」は残念ながら入賞には至りませんでした。
ここまで頑張って取り組んできた２年生５名は残
念だったと思いますが、校長は残念というより悔
しい思いでした。その悔しさが何なのか考えたと
きに、受賞した西宮今津高校（総合学科）、西宮
香風高校（多部生普通科）では、子どもたちにど
んな力を付けていくのか？ 「知識・技能」だけ
でなく、「思考力・判断力・表現力」や「主体的
に学ぶ力」といった学びに向かう力をカリキュラ
ムの中で意識して育てていっているのではない
か。そのことが新しい視点やアプローチがあり、
実現可能性、持続可能性のあるビジネスプランの
「探究」につながり、何より素晴らしいプレゼン
力につながっているのではないか。両校と鳴尾高
校に違いがあるとすればその差なのだと痛感しま
した。偏差値では計れない、これからの時代に必
要とされる力（＝鳴尾力）を鍛えて育てる必要性
に改めて気づかされたことがまさしく成果です。 

【Ｑ２】子どもが学校から出される課題が大変だと
愚痴をこぼしています。校長はどう考えますか？ 

【Ａ２】校長の私見として、”やらされてやる”学び
は意味がないと考えています。鳴高では「スタサ
プ」（6,161 円／年）を活用し、到達度テストの
結果から、自分の学習の進捗状況に応じた動画配
信を受講することができて、自分に合った内容を
効率的に学習できる学習環境を用意しています。 


